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はじめに1

　国土交通省北海道開発局旭川開発建設部旭川河川事務所では、石狩川上流川づくり懇
談会において河川を中心としたまちづくりの観点から、今後の川づくりのあり方を議論・
検討しています。懇談会は 4つのテーマで構成し、デザイン部会はサイン ( 標識・案内板 )
の設置に関するルールづくりを進めてきました。成果は『石狩川上流サイン設置指針』
として取りまとめ、2013 年 4月より指針の運用を開始しています。

指針の目的

　『石狩川上流サイン設置指針』では、各事業者が同一水準のサインの形成を目指した「石
狩川上流スタンダード」の達成を目的としています。指針の適用範囲内に設置するサイ
ンは、「①システム」「②デザイン」「③メンテナンス」のルール化を図り、美しい河川景
観やユニバーサルな環境形成に寄与します。

指針の適用範囲

　指針は、旭川河川事務所が管理する石狩川上流域の 7 河川 ( 石狩川・忠別川・美瑛川・
辺別川・牛朱別川・永山新川・オサラッペ川 ) に適用します。
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河川 ( 管理区間 )

市町村境界

市町村中心地

公共サイン整備指針
（市町村の設置範囲）

公共サイン整備指針
（市町村の設置範囲）

石狩川上流サイン設置指針
（河川管理者の設置範囲）
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複数の設置者が関わる統一的な考え方を提示します。1

・サイン全体の秩序形成、空間のイメージや利便性の向上
・必要最小限の情報を効果的に伝達する考え方の整理

景観的対応を含めた河川サインのあり方を提示します。2

・河川空間の場の特性への対応
・統一性のあるデザイン ( 表示・支持方法 ) の構築

安全と安心を確保した維持管理方法を提示します。3

・施設の劣化による利用者の混乱や人的被害の防止
・サインの整備・維持管理方法の体系化

市町村中心

河川 ( 管理区間外 )



サインとは2

河川サインの機能

　河川に設置するサインは、「定点」「誘導」「案内」「説明」「規制」の 5 つの機能に分類
できます。指針では、機能ごとにサインを個別に設置することを止め、できる限りひと
つに集約することで基数を減らし、維持管理の軽減や景観の改善を推進しています。

定 点 サ イ ン1 設置する場所の地名（エリア名称）や施設名（施
設名称）を「文字」を主体に表示

サインの配置方法

　指針では、河川空間を場所の特性と利用形態から「自然利用」「広場利用」「歩行者自
転車ネットワーク」の 3 つの利用タイプに分類しています。サインの配置は、タイプ区
分をもとに設定しています。

自然利用タイプ1
自然観察や体験を目的と
した場所を対象に設置
（再会の森、亀吉の森）

広場利用タイプ2
河川公園などを対象に設
置（リベライン旭川パー
ク・フラワーランド）

歩行者自転車ネットワークタイプ3
堤防・高水敷上の管理用
通路を対象に設置（忠別
川サイクリングロード）

誘 導 サ イ ン2 目的地や次の定点サイン、周辺施設への誘導
を、方向・方面を指示する「矢印」を用いて
表示

案 内 サ イ ン3 設置する場所周辺の情報と位置関係を「地図」
により明確に表現し、来訪者に対してあらか
じめ空間的な情報を伝達・表示

説 明 サ イ ン4 現在地周辺の博物的・歴史的内容等の説明に
ついて、利用方法や注意事項を「簡略な文章」
を用いて表示

規 制 サ イ ン5 施設やエリア全体の要所について、危険行為
や迷惑行為の防止を「図や絵」 を主体に表示
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自然利用タイプ

広場利用タイプ

歩行者自転車ネットワークタイプ

エリア外の動線

河川 樹林地

市街地

中間点眺望点

分岐点基点

誘導

規制

案内定点

説明



サインの構成要素3

　サインは表示面と支持体から構成し、それぞれに対してデザ
インに関わる各要素の設定を行います。表示面では、絵文字や
絵単語により単純な図として表現した「ピクトグラム」をはじ
め、「色彩」「文字」などの要素があり、見やすさや分かりやす
さに配慮しています。

ピクトグラム（オリジナルデザイン）

色彩の設定

書体の設定
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表示面

支持体

橋梁（旭橋） 橋梁 親水空間 噴水

侵入禁止フットパス
コース

歩行者・自転
車専用道路

サイクリング
ロード

ペットマナー

自転車道路
方向指示

側帯（築堤） 消火用取水
施設

危険箇所
注意喚起

交差道路
注意喚起

増水注意
喚起

（日塗工）

ベース
カラー
N-40

アクセント
カラー
22-80X

サブカラー
N-10

■ 全タイプ共通

河川敷
公園
39-70H

■ 広場利用タイプ

法面
傾斜地
緑地帯
39-60L

樹木
雑木林
森林
39-50H

市街地
地面
22-70B

道路
（一般道）
N-80

建物
構造物
29-85B

河川
69-60T

輪郭色
N-10

基本
エレメント
N-95

標準案内色
72-40T

注意喚起色
22-80X

規制禁止色
07-40X

その他
案内色
42-50T

ベース
カラー
N-40

■ 歩行者自転車ネットワークタイプ

道路
N-25

公園
39-70H

河川
69-70P

■ 誘導表示（施設名、距離）：太丸ゴシック
　（各タイプ共通）

■ 自然利用タイプ　現在位置：太丸ゴシック

■ 広場利用／歩行者・自転車ネットワークタイプ
　 現在位置：太ゴシック

■ フットパスコース　番号表示：太丸ゴシック 70％長体

リベライン旭川
012 3 4 5 6 7 8 9



表示面のデザイン4

　表示面は、利用タイプ別に用意していますが、統一性を確保する共通ルールも設けて
います。サインの設置者は、統一ルールと各タイプの配慮事項に準拠し、デザインを設
計します。
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自然利用タイプ

歩行者・自転車ネットワークタイプ

広場利用タイプ

共通タイプ

単位：mm

アクセントカラー：20

エレメント表示幅：80（※地図情報：180）

表示面全高：1,980
　　　全幅：　200

余白：40

余白：100

余白：60

余白：80

矢印：80

ピクトグラム：80

矢印：80

ピクトグラム：80

地図情報：600 以内

エリア名：320 以内

石狩川スタンダード
デザイン公式マーク：80

余白：420
Saikai no m

ori Forest

単位：mm

表示幅：420 以内

表示面全高：750 ～ 2,060
（※構造物への共架の場合を除く）

規制
ピクトグラム：320

表示間隔：30 以上

規制
ピクトグラム：320

表示間隔：30 以上

注意喚起
ピクトグラム：360

単位：mm

リベライン旭川パーク・フラワーランド
Riv e r  L i n e  A s a h i k aw a  P a r k  F l o w e r  L a n d

現在位置現在位置現在位置

市立旭川病院市立旭川病院
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市立旭川病院
川のおもしろ館

金
星
橋

永隆
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旭　橋
旭川市のシンボル旭橋は、
全長 225.43 メートルの北海
道でも有数の鉄橋です。明
治 25 年以降 4 回架け替えら
れ、現在の旭橋は昭和 7 年
11 月からその雄姿を保って
います。

リベライン旭川
フラワーランド
子供からお年寄り、身体の不自由なひ
とも、すべての人にやさしい川づくり
を目指して作られた河川空間です。

フラワーランド（旭橋上流左岸広場）連絡先：

旭川市　0166－00－0000

表示面全高：750 ～ 2,000
　　　全幅：2,000 以内

現在位置名
　　　：180

地図情報
　　　：600

管理者情報：100

情報案内ピクトグラム（150）

地図情報：900 ～ 1,200補足情報：300 ～ 600

別機能エレメント共架表示：70

アクセント
カラー：20

単位：mm

余白：20

現在位置名：230

表示幅：1,100 余白：20

余白：20

余白：20

余白：150

余白：20

表示面全高：700 ～ 2,100
　　　全幅：1,200 以内

別機能エレメント共架表示：50

管理者マーク
管理者情報

石狩川スタンダード
デザイン公式マーク：50

地図情報：800

補足情報：150

情報案内ピクトグラム（150）



320320

32
0

背面

単位：mm

支持体のデザイン5

　支持体は、基本形状を整備のレベル順に３つ用意しています。サインの設置者は、各
バリエーションをコストや周辺環境の条件にあわせて選択・設計します。
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整備水準Ａ（トータルデザイン型）

整備水準Ｂ（既製品利用型）

整備水準Ｃ（周辺利用型）

　支持体に単管パイプを利用す
ることでコストカットを図った
廉価モデルであり、サインを整
備するにあたり最低限の統一性
を確保する方法です。利点は、
表示面の大きさや高さに自由を
持たすことができます。

　既存のサインの再利用、また
は周辺に表示面が添架できる柵
などがある場合に支持体として
利用する方法です。利点は、支
持体のデザインで最も安価に製
作することができます。

　新規にサインを設置する時
は、標準的に利用する方法です。
利点は、支持体と表示面を一体
化することで洗練な印象を与
え、システムの関連性と景観の
統一性を確保できます。

1,140

1,730
750

特定外来生物
飼育・放流禁止

● ウチダザリガニは特定外来生物です。
● 特定外来生物の飼育・放流は法律で禁止されています。
● 違反すると 300 万円以下の罰金・3年以下の懲役刑となります。
● 個人が自由に捕獲できるものではありません。
　 防除活動に参加される場合は、旭川市環境政策課にお問い合わせ下さい。
  　　   （℡0166－25－5350）
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整備と維持管理6

整備推進体制

　河川空間のサインは、自治体、法人、団体など複数の設置者が個別に整備・維持して
きたため、不揃いなものが乱立していました。旭川河川事務所では、管理カルテを使用
して一元的にサインを管理する体制づくりを進めています。

指針の運用に向けて

　指針の運用については、関係機関・専門家との連携により、「指針を守り育てる取り組
みづくり」を通じて内容の更新を進めていきます。住民の皆さまからのご意見も反映し、
誰もが親しみやすいサインとしていきます。
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活用

対応・提出対応・提出

対応・提出対応・提出

対応・申請対応・申請

設置許可、設置許可、
管理番号の管理番号の
発行発行

サイン設置者
・旭川河川事務所
・関係部局（旭川開発建設部）
・関係機関（旭川河川事務所管内自治体、
　　　　　　法人、団体など）

サイン統括管理者
・旭川河川事務所

河川サインの必要性
・サインの新規設置
・サインの老朽化にともなう　
　更新および撤去

石狩川上流サイン設置指針との
整合性の確認

サイン設置者との協議、指導

サインの占用許可申請

サインの整備・維持管理

内容確認、データの集約管理
・石狩川スタンダードの登録
・ステッカーの添付

河川サインの計画、設計
・システム、デザインの検討
・形態、ピクトグラムの考案

表示情報内容、劣化状況などの
定期点検

サイン設置者との協議、指導
・設置効果の検証

日常的メンテナンス
・清掃など短期の内容

定期的メンテナンス
・点検、修理など長期の内容

管理台帳データ（管理カルテ）の
作成

管理カルテの更新

河川サインの設置

サインの
追加・移動、撤去

対応・提出

対応・提出

対応・申請

設置許可、
管理番号の
発行

状況により状況により
指摘指摘
状況により
指摘



お問合せ先

国土交通省　北海道開発局　旭川開発建設部

旭川河川事務所　計画課

北海道旭川市永山 1条 21 丁目 3番 21 号

ＴＥＬ：0166ー 48ー 2131

ＦＡＸ：0166ー 47ー 7075




